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瀧

.
本

誠

一

二
六

史 酷 丘 令  

上 似 令 ミ  

に し ぞ 我  

於 n 殆 が

:余
が
本
論
の

.目

.的
は
_:國
の
：經
濟
史
上
に
著
名
な
る
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
ギ
グ
ド
碎
散 

德
川
時
代
.の
一
大
政
治
家
で

&

つ
た
水
野
越
前
守
が
斷
行

し

ぬ
る
問
屋
龃
合
の
禁 

ん
ど
全
ぐ
典
の

a

轍
を
同
ふ
す
る
も
の

.に

.し
て
、其

®
.法
令
の

' 精
神
ど
効

*

に
於
て 

る
.點
鮮
か
ら
す
ビ
信

す

る
が
故
に

^

に，こ
の
雨
、者
を
比
較
研
究
し
て
、彼
我
の
經
濟 

け
る
價
姐
如
何
を
批
判
せ
ん
ビ
欲
す
る
の
で
ぁ
る
。

ノ
チ
4
ル
ゴ
ー
が
佛
王
ル
ィ
十
六
世
の

'
朝
廷
に
於
け
■

.る
财
務
總
裁
官
の
重
任
を

M

ふ 

年

の

問
に
紊
-亂
窮
迫
を
：極
め
た
る
國
象
の
財
政
を
整
理
せ
ん

ビ
企
て
た
る

.
f

き
、先 

着
手
の
必
要
を

.
感
じ
た
る
は
產
業

.
の
自
由
ビ
云
ふ
こ

V

で
ぁ

0
:て
.、此
の
，當
特
政
府
及
特
權
階 

級
0.
-
各
：圓
體
が
頻
り
に
橫
暴
を

.極
め
て
、種
々
の
于
渉
政
策
を
執

 

>
、「

般
公
共
の
«
濟
的
活
勦

づ て

第 前  

. 代 

に 數

は
、皆
之
か
爲
め
に
抑
腿
せ
：ら

.れ
て
、萎
靡
不
振
の
悲
境
に
陷
つ
：て
居
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、之
を 

救
濟
す
る
の
が
最
先
の

：

急
務
で
：あ
る
ビ
考
へ
た
の
で
あ
る
、故
に
彼
は
就
職
す
る
や
否
夫
の
宿 

名
な

^
六
法
令
を
引
纘
：

&

發
表

.し
た
の
で
：

(

ぁ
る
が
、ソ

K
は
第

一

は

s
i
c
t

 

o
n 
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c
o
i
i
e
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勞
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の
撤
廢
令

)

第
二
は
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on 

t
h
w
Q
r
a
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(

穀
類
取
引
に
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す
る
宣
言
}第
三
は 
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n the Port an

d M
arket 

{
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令
猜
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は
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Guilds 

{ギ 
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ド
解
散
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)

第
五
は
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J
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h
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of Faisay 

(

家
畜
市
場
へ
課
し
た
る
步

|

金
の
全
廢
又
は
減
額
令

(

第
六

は

Letters 

Patent on 

the T
a
x
e
s

 

on 

Suet 

(

蠍

®

の
原
料
た
る
牛
豚
の
脂
肪
に
課
す
る
稅
の
駿
減
令

)

で
あ
る
、
 

然
れ
ど
も
右

^

法
令
の
中
、第
：四
の
_:.
ギ
.，.ル
ド
解 

重
大
の
關
係
を
有
す
る
も
の
な
れ 

ば
、本
論
に
於
て
は
主

S

し
て
此
の
解

m

令
を
批
評
す
る
の
で
あ
る
。

'
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•-
:;
:
チ
A

ゴ

1

の
當
時

_

國
の
各
都
市
に
存
在
し
，て
居
つ
た
ギ
ゲ
ド
は
何
れ
も
其
の
特
權
.を濫 

加
し
て
甚
.が
し
き

.横
暴
を
働

k
き
、少

tt
0

M
合
員
が
都
市
の
商
工
業
を
占
有
し
て
•暴
利
を
賞 

り

つ

、
ぁ
っ
た
の
で
，所

謂
る

.

w'c
o
n
o
m
i
s
t
e
s

.'Q
I

派
は
痛
ぐ
之
に
反
對
し
て
、斯
ぐ
の
如
き
細
合 

ば
一
切
之

^

嚴
禁
す
べ
し
ど
主
張
し
、

^

に
反

Iし
a'
接
又
は
間
接
に

組

合

制
度
の
利
益
に
與
り 

っ
、

-ぁ
'る
漭
は
飽

ぐ

迄
其
の
持

a

を
欲
求
し
、エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
向
を
張
つ
て
盛
に
運
泐
し
た 
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合

禁
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令

.

第
二
酿 

二
八 

の
で
あ
る
が
、チユルゴ
ー
は
自
己
が
チ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
向
つ
て
平
素
多
大
の
同
情
を
有
し
て

M

 

つ
た
？

S

ふ
私
心
か
ら
で
は
な
く

*全
ぐ

公
平

0
立
場
に
あ
つ
て
、國
民
の
眞
の
利
®
を
洞
察
し 

た
る
上
、如
何
に
し
：て
名
ギ
.\

ド
の
：特
；權
は
最
早
存
績
す
べ
.き
..餘

地

な

し

5

«
 
S

に
‘断
然
解 

散
合
を
發
布
し
た

の

で
あ
る

♦
か、其
の
令
の
前
文
に
於
て
解
散
の
理
由
を
大
要
左
の
如
く
述
ベ
 

<
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6
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.

-國
王
陛
下
及
陛
下
の
政
府
は

.國
民
の
完
全
な
る
權
利
の

«

»
、矶
中
各
自
の
_
き
ビ
稼
ぎ
の 

外
何
物
を
も
保
有
せ
ざ
る
者
は
、何
は

^

镜
&•
、先
づ
第
二

R
糊
ロ
の

ft
一：の
手
段
た
る
此
の 

資
力

(

働
き
ビ

.稼
ぎ

)

を
あ
ら
ん
限
り
自
由
に
行
陡
す
る
の
必
要

e

*

p
ど
を
有
す
る
が
故
に 

我
々
は
此
等
の
人
今

の
保
護
七
確
保
す
'る
の
夫
職
を
負
へ
る
の
で
あ
る

r

我
々
は
國
民
の

此 

の
天
賦
の
權
利
に

»

し
從
來
あ
ら
ゆ
る
ギ
，
ド
が
加
へ
た
る
多
大
の
打
擊
を

S

擊
す
る
に 

忍
び
，な
か
つ
た
の
で
.あ
る
，蓋
し
こ
の
惡
制
度
は
時
代
の
經
過
ど
輿
論
の
趨
勢
ど
が
乏
を
是 

.
fe
b

な
か
つ
た
の
み
な
、

b
す
，之
を
設
定
し
た
る
當
初
の
立
法
行
爲
す
ら
も
、こ
の
制
度
を
合 

法
的
の
も
の
ビ
し
て
存
在
を
認
む
る
こ
ビ

.が
出
來
な
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

_
__

_

_
I 

國̂
中
殆
ん
ど
繳
て
の
都
市
に
於
け
る
谷
種
の
忮
術
及
び
商
業
は

¥ 

ド̂
の

組

合
員
た
る

一
々̂

^

-
:■
-

一-ni
$ 
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S

I这

(Masters) . 1

ビ
稱
す
る
少
數
者
の
手
中
に
歸
し
、彼
等
以
あ
ら
ゆ
る
他
の
市
民
を
除
吓 

し
て
，其
の

;#
權
に
屬
す
る
特
.純
の
商
品

を
自

分
等
の
勝
手
に
製
造
し
*又
販
賣
し
得
る
の
で 

::
^
る
が
、組
合
員
以
外
の

 

ー
*
7|
?
良
が
彼
等
ゝ
組
合

'*
ど
同
じ
欉
及
技
術
汉
は
商
業
に
從
事
せ 

,ん
k
す
れ
ば
、不
必

.耍
な
：
る

永

き

期

调

.の

徙

弟

年

限

を

修

了

し

、且

つ

M
の
上

{:
0
合
*1
人
に 

，
關
し
、柳
々
の
名
義
の
ー
ト
に
多
大
の
费
用
を
誅
求
せ
ら
る
、
の

.み
な
，ら
中
、乂
開
業
、開
店
に
就 

て
の
雜
用
等
を

.要
す
る
こ

.

VJ:

少
な
か
ら
ざ
れ
ば
、»
資
の
者
は
遂
に
之
が
爲
め
に
倒
れ
て
仕 

舞
ふ
の
で
あ
る
。

•

.夫
れ
故

•に
此
の
制
度
の
結

®
は
：國
家
の
爲
め
：に
は
一
般
商
業
及
企
業
勞
働
の
願
著
な
る
減 

少
を
來
し
，國

K
大
多

_擻
.の
爲
め
に
一
は
賃
銀
及
糊
口
の
途
を
辑
失
し
、都
市
の
住
民
全

®
の
® 

め
に
は
宛
も
琢
賣

^
同
.じ
，き
排
他
的
特
權
の
下
に
屈
從
す
る
が
如
き
有
櫞
で
必
る

.が
、
而
か 

も

X
の
强
大
な
る

#
權
者
自
身
も
亦
他
の
ギ

A

ド
の
輿
有
に
®
す
る
商
品
の
寶
買
於
ぐ
は 

;
興
の
商
乘
の
經
營
を
爲
さ
ん
ビ
す
る
場
合
に
は
丁
度
自
身
が
公
衆
に
向
つ
て
施
し
た
る

ビ 

'
:同
一
束
轉
の
下
に
屈
從
し
て
"公
衆
ビ
共
に
こ
の
惡
制
搜
の
犠
牲
ビ
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
で 

.

.
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あ
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ら
ぅ
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三

0

斯
く
の
如
き
人
道
に
反
し
常
軌
を
逸
し
た
る
狂
暴
の
制
度
を
從
來
長
く
持

.績
し
て
、輿
論
の 

憤
懣
を
も
省
み
な
，か：.つ
た
の
は
全
ぐ
財
政
上
の
打
箅
か
ら
し
て
ギ
，
ド
其
の
も
の
ゝ
存
在 

が
國
庫
の
欠
乏
を
補
充
す
る
の
一
端
で

あ

る

ミ
認
め
ら
れ
て
居
つ
た
爲
め
に
外
な
ら
な
い 

で
あ
ら

ぅ、现
に
或
る
人
々
は
察
働
の
權
利
は
國
王
に
龎
す
る
權
利
で
あ
る
•國
民
が
此
の
權 

利
を
欲
す
る
な
ら
ば
彼
等
は
之
を
國
王
ょ
り
相
當
の
代
價
を
•拂
つ
て
買

a
受
け
ね
ば
な
ら 

な
ぃ
-の
で
め
る

」

な
ど
、
放
言
す
る
に
至
ク
た
の
で
あ
る

が
、此
等
の
放
言
：に
對
し
て
•は
我
令 

は「

神
は

.人
間
に
稲
々
の
欲
望
を
賦
與
し
、彼
等
を
し
て
勞
働
を
唯

一

の
賴
み
ビ
な

S
し
め
、勞 

働
の
榄
利
を
あ
ら
ゆ
る
人
間
の

.有
す
る
所
有
權
ビ
な
し
、而
か
も
ソ
レ
は
最
も
根
本
的
の
も 

の
で
あ
つ
て
總
て
の
所
：有
禪
中
最
も
刺

®
に
し
て
、且
最
も
侵
す
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
な 

の
.3

言
を
以
て
之
に
答
ふ
る
こ
ど
を
得
ベ

.し
、故
に
我
々
は
人
間

の

乙

の
侵
す
ベ
か
ら
、さ
る 

天
.賦
の
權
利
の
上

0
蒙
ら

S 
.

れ
た
る
一
切
の
拘
束
を
悉
ぐ
解
放
し
て
、勞
働
營
業
の
自
由
を 

«
(-
«
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、ギ：

^
ド
：の
龃

.合
員
は
自
分
等
自
ら
勝
手
に
結
合
す
る

.も
* 

其
の」

；：實
は
有
數
の
當
者
に

^
用
せ
ら
れ

(

て
彼
！一?

の
道
具

S
な

K
其
の
結
果
は
一
般
人
民
の 

生
活
に
欠
ぐ
可
ら
ざ
る
商
品
の
價
格
を
法
外
に
昂
騰
せ
し
む
る
に

1

ぎ
な
い
，Q

で
あ
ら
ぅ

卜

チ"
ル
：：

ゴ

ー

の

解

散

令

の
目

的
は

大
要
斯

く
の
如
き
も
の

.な
纟
し
が
、彼
は
此

0
解
散
令
を
發
す 

る
ビ
间

■時
；に
先
づ
巴
単
に
於
け
る

' 

1

W十
三
の
ギ

V

ド
を
直
に
，禁
遏
し
、其
他
各
地
方
の
ソ
レ 

に
對
し
て
は
多
少
情
實
を
酌
巖
し
て
數
ヶ
月
の
猶
豫
を
與
へ
た
る
も
、要
す
る
所
僅
々
兩
三
年 

中
に
は
或
る
特
癲
の
事
.，
情
あ
る
地
方
を
除

く

の

外
全
國
悉
く
之
を
解
散
せ
し
め
て
勞
働
營
業 

の
自
由
を
完
全
に
認
め
ん
士
企
圖
し
だ
の
で
あ
る
。

へ，ダ
!:

ル
：ド

解

散

令

は
:«

記
六
：垮
令
の
中(

最

も
主
要
の

も

の
で
は
あ
る

_
が
、是
れ
亦
他
の
五
法
令 

ビ
'
相
^

つ
：て
チ
ュ
ル
，コ
！

の
則
，政

經

濟

に

關

す

る

大

改

革

の

目

的

を

達

し

得

ら

る

、
の
で
あ
る
、
 

夫

れ

故

に

此

の
*

散
令
:0
_
歷
史
.
上
^

於
：け：る
眞
腹
を
批
判
す
る
に
は
勿
論
他
の
五
法
令
ど
關 

聯
し
て
覜
察
せ
ね
ば
な
ら
な

V

.

の
で
あ
る
：が
、夫
.れ
は
了
度
水
澉
越
前
守
の
問
屋
禁
止
令
が
ソ 

レ
L

:»
*
後
も
て

發
布

3
れ
た
る
各

:®
の
' 

復
古
令

(

復
古
令

w

云
ふ

こ

-e
は
後
文
に
見
ゆ
}‘；̂
關

聯 

し
て
彼
の
偉
大
な
る
改
革
案
の
全

©

:を

®

成
し
て
居
た
る
ど

PJ
-

じ
事
で
あ
つ
て
、ギ
ル
ド
は
其 

の
解
散
令

0

前
文
に
詳
記
し
あ
る
が
如

.̂

趣
由
に
依
つ
て
、斷
然
之
を
解
散
し
た
る
も
、民
間
經 

濟
の
發
達
を
徂
碍
す
る
他
の
弊
害
、就
中
勞
役
の
血

P

を
始
め
、他
の
惡
稅
を
一
切
撤
廢
し
な
い

.
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つ
た
な
ら
ば
、チ
ュ
ル
ゴ

I

の
改
革
は
固
よ
ぅ
何
等
の
意
義
を
も
爲
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、此
の

•

— 

V 

: 

'
.
.

.

.

.

. 

..... . 

.... 

.

. 

.

解
散
，令
を
研
究
す
る

i

き
に
は
常
に
他
の

3£
难
令
の
存
在
を
眼
中
に

S
か
ざ
る
可
ら
ざ

る

も

、

 

今

こ

、
で

は

一

々

之

.に
論
及
す
る
の
暇
な

s

か
ら
ツ
レ
は
省
略
し
て
軍
に
此
の
解
散
令
を

m 

0
:
,
.
て
水

»:
越
前

.守
の
禁
止
令

-
比

較

：研
究
し
'て
.見
よ
ぅ
。

,:氷
：-

野
越
前
守
の

.
,屋
禁

Jh
l令
は
チ
ュ
ル
；コ
I

の
六
法
令
案
が
ル
ィ
十
六
世
王
の
前
に
奏
上
せ 

ら
れ
た
其
の
年

P

七
七
六
年

)
即
ち
米
國
獨
立
の
檄
文
と
、ァ
ダ
ム
、ス
ミ
ス
の
富
國
論
が
现
は
れ 

»

年
よ

h
y六
十
五
年
目
に
相
；當
す
る
：天
保
十
一
一
年
の
十
二
ぉ
十
三
日
を
以
て
發
表
し
た
の 

で
あ
る
、其
の
觸
書
文
は
極
め
て
简
單
に
し
て
チ
ュ
ル
ゴ
：

1

の
ギ

,
ド
解
欺
令
の
如
く
、學
著
め
き 

た
る

.議
論
的
の
理
由
說
明

#

も
附
せ

_す
し
て

'

片
め
法
令
怂
江
戸
の
：町
奉
行
所

•及
町
部
密

0 

市
右
衛
門
の
役
所
よ
り
夫
れ

^

-
へ
•

渡
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
，が
其
の
全
文
は
&
の

0
v
h

1

藻
垣
；

.®
船
樹
間
屋
共
よ

り

是
迄
年
に
金

1
ー
萬
甙
'西
兩
宛
異
加
上
納
致
し
來
り
候
處
間
屋
共 

不

-J
H
之

0
も
相
聞
.候

に

付

以

來

上

«

に
不
レ
及
候
、尤
向
後
右
仲
間
株
礼
は
勿
論
此
外
共

®

而 

間
屋
仲

fi
n

幷
組
合
杯

^
0

.
1

右
：に
^

而
者
是
迄
右

船

*

送
り

候

諸
；
品
は
勿
論

都
而
何
國
よ

 

>
出
候
何
品
に
て
も
素
人
直 

費

K

可
レ
爲-1

勝
手」

|次
第
に
候
，且
又
諸
家
國
產
類
其
外
惣

て：江
戶
表
へ
相
廻
候
品
々
も
問
屋
に 

不
レ
限
銘
々
出
入
之

.一
考
：典
：等
引
受
ま

_

候
儀
も
是
又
勝

.手
次
第
に

®

:

'

:
.

:

•

,
右
之
通
問
屋
共
に
不
レ

:1
©
:町
'中
不
レ
波

.樣

? ^
觸
知
，卷
也

j

右
：之
.趣
從

-I

町
御

^

^
^ ̂

人
は
不
レ
及

レ申
町
中
家
持
借
家
店
偕
襄

> 

U
迄
.木
レ
洩
：樣
早
々

_

勤

觸

，候

i

.
十
二
月
十
三
旦
天
保
十
二

# .)

：

.

又
こ
の

_

帮

ビ

同

時

に

；
同

月

廿

：三.日
付
を
以

^
:町
年
寄
館
役
所
よ

り

左
の
屮
渡
を
爲
せ
り
、

.

丨
藥
垣

.樽

.船
積

.荷

，物

之

儀

規

；定
有
レ
之
處
，此
.度

問

屋

組合
等

令

_
ー
停

^

」

諸

「

品

素
人
直
賣
質
勝
手
、次

.
第
之
，旨
申
渡
候
に
付
荽
垣

»
船

«

荷
物
之
儀
も
向
後
是
迄
の

.規
定
に
不
抱
、荷
主
相
對
次
第

辨v

利
の
：方
へ

«

込
：：差
支
無
レ
之
樣
湛
送
可
ン
致
候
尤
菱
垣
之
方
は
文
政
之

度

紀

伊

殿
よ

6

貸
渡

.

有
V

之
候
天
目
船

.

印
差
障

«

儀
有
& ;

猶
間
以
來

.

相
用
申
間
敷
候
、尤
船
印
.早
々
船
伊
殿
へ
返
上 

可

レ

致

候

:::
:
:右
：之
通
元
十
組
問

a

典

^
 

へ
被
-
仰
渡
：1

候
間
此
旨
名
主
支
配
限
不
レ

辦
十
九
怨

〈
一

八
五〕

チH

ル
T

の
.ギ
ル
ド
解f

v
j

水
卿
越
前
守
け
間
屋
紙
合
禁
止
令
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ギ
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解
散
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水#

敗
前
守
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間
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合
黎
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三
四

洩〉

樣

单

々
可
系
_
~
候

此
の
間

馬

禁

.I
L
:令
は
.勿
論
.云
ふ
迄
も
な
ぐ
チ
ュ
ル
ゴ

I

の
ギ
ぐ
ド
解
散
令
の
：

m

的

e
同
じ
ぐ
全 

然
商
業
賣
買
の
辟
山
を
認
め
た
.も
の

で
.办

つ
て
、
ソ

レ
は
此
の
當
嵴

a

戸
及

大

阪
の
，商
人
等
は 

チ
ュ
ル
ゴ
丨

’時
代
衫
於
け
る
巴

m

の
商
人
等
の
”如
ぐ
權
門
勢

家

ど
結
托
し
，て
、間
屋
株
札
の
#
樅 

を
：：

占
.；
街

し

、
所0

る
十

«1
ビ
：，稱
す
：る
同
業
細
合
が
各
商
業
の
間
に
存
在
し
て
居
つ
て
、こ
の
少
數 

の
組
：合
即
ち
間

a

共
.ギ

ば

戶

大

：阪

な

ど
k

於
け
る
あ
ら
ゆ

る

商
品
の

需

用

供

給

を
交
配
し
、申 

今
*

•た
し
き
不

IE
.手
段
，を
弄
し

V
、

物
價
，
.の
高
低
を
制
す
る
な
ど
其
の
弊
辔
に
堪
へ
ざ
&
し
ょ 

り
、水

S
r

越
前
守
は
其
の
本
九
老
中
に
遯
り
し
以
來
、こ
の
大
弊

«

を

.ー
掃
せ
ん
ど
欲
し
：か
ね 

ぐ

S

機
曾
を
：伺
.；

s

つ

、
あ

つ

た

0
で
あ
る
が
、是
迄
は
前
將
軍
家
齊
西
九
に
退
隱
し
、大
御 

所
ビ
稱
し
て
籍
政

®
;

實
..

權
.
.握

^S、

美
：濃
部
筑
前
守
、水
野
美
濃
守
、林
肥
後
守
等
の
小
人
®
そ
の 

左
右
，
.
R
あ
つ
て
隱
，然
ど
：搔
き
雜
せ
居
た
る
ょ
彡
、流
石
の
越
州
も
其
の
驥
足
を
殷
ば
す
こ
ビ
が 

出
來
な
か
つ
た
の
で

「

あ
る

.が
*此
0

年
 ̂

る

S
同g

に
、筑
州
以 

.卜
の
人
々
を
虛
ち
に

«

斥
し

&

邦(

水
野
越
前
守

)

0=
威
權
內
外
に
行
は
る
ゝ
に
至
り
し
か
ば

®

h
,

當
々

•十
七
世
紀
初
代
の
大
政
治
家
；シ
ュ
ゥ
リ
ー
を
模
範

S 

3し
て
打
出
し
た
る
が
如
く
、寬
政
度 

の」

改
革
家
ど
：し
て
著
各
な
る
.松
^
定
償
皀
河
樂
翁
の
施
政
方
針
を
矜
式

し
，
何
事
も
冤
政
の
御 

主
意

を

表
，榜
し
、自

B

の
政
策
は
定
信
，の

「

政
策

0
復
古
な
る
己
ど
を
聲
言
し
て
'

「
寬
政
之
度
御
初 

政
之

W

向

々

心
#

*

之
■

に
，#
®

き
，.上
®
有

レ
之
候

旨
、
其
節
達
置
き
蟛
は
：

一

統
相
辨
居
可

V
申
儀 

に
候
，處、年
月
押
移

.身

：所

.今
々
に
古
く

_

1/
倏
者
も
殘
少
に
成
候
よ
み
、自
然
御
趣
意
取
失

a 

候
歟

レ
な
ど

，

云
つ
て

$

月

十
五

日

の
諭
逢
文

)

先
づ
豫
め
自
己
の
實
行
せ
ん

；
w

す
る

改
革
案
は 

.■享
保
年
：間
に
於
る
將
軍

_

宗
の
革
新
方

’針V
J

寬
政
年
度
に
松
平
定
信
が
銳
意
企
圖
し
た
る 

弊

政

ー

新

の

精

神

に

：外
：な
ら
す
ミ
し
、®

れ

よ
6

第

J

に
官
紀
の
振
肅
、風
俗

.

.の.
取
締
り
、節
-儉
の 

g

行
#
;を
令

し
、遂
に
其
，の
^

の
ネ
に

^

ん
で
前
記
の
間

'屋
_

_

を
發
.布
す
る
に
茔
つ
た
の 

で
あ
る

0

間

屋

禁

止令
：：

の
明
*

に
；あ
る
：菱
垣
：廻

船

4
ゆ
上
.方
よ
6

江

用

へ

諸

物

を

輸

送

.す
る
運
送
船 

:の

事

で

あ

つ

て

初

^

は 
<簽
垣

(

ひ
が
き

^

稱
す
る
船
に
大
阪
よ
り
江

^

へ
送
る
ベ
き
酒

#

を

» 

み
込
み

»

の
傍
ら

_

_
0
.
_他
爾
♦
の
商
品
を
搭
載
し

て
來
た

.も
の
で
あ
る

が
、中
頃

よ
ぅ

酒 

ビ
他
の
商
品
ど
は
別
.に
す
る
乙
ど
、
な
纪
酒
の
輸
送
の
爲

.め
に
は

M

ら
に
新
た
に
樽
船
く
稱

烺
十
九
滯
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七〉

チ
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V

丨のギ

;v
ド解敢令

w

水曝越前守の

_
屋
跋
合
禁
止
，令
.
：
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H
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八
八)

.チ
ニ
プ
丨
の
ギ
g

解
擎
之
水
，野
f

l
間
屋
組
合
S

令

.

第
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號

H
六 

.す
-る
も
'
0
'を

仕

立

X v
:
s

 

S

I

み
.に
S

し

て

s

_

2
で

あ
る

が
、其
れ
は
當
初
の 

翁
,

め
っ
て
、■

な
ぐ
此
の
櫞
船
に
も
、規

定

を

破

つ

て

内

々

他

の

商

品

を

も

猜

载

す

る

こ

-
C 

、
な
ぅ
し
か
ば
、蒸

«

船
ご
櫞
船

^
の
區
別
ば
あ
つ
て
も
、後
に
は
實
際
ソ
ン
な
區
別
も
な
く
、可 

れ
も
上
方
の
荷
主
の
依
賴
に
應
じ
、双
方
共
に
何
等
の
商
品
に
で
も
崎
意
に

I

る
こ
ビ
、
な 

つ
た
の
で
あ
る
，然
る
に
此
の
兩
船
に
て
江
戶
ヘ

I

來

b
た
る
荷
物
は
、一
切
悉
ぐ
間
屋
.
稱 

す
、：る
各
同
業
の
•組 

 ̂

M
.
® 

A 

 ̂

揚

.

も
夫
.れ

ぐ

其

の

i

Q

へ手
を
經
ざ
吟

ば
 ̂

一
 

つ
i

ぐ

る

こ 

ビ
は

出

來

な
い
の

で
あ
る
、故

に
常
時
の
江
戸
の

商
品
は
チ
；

ゴ
ー
時
代

の

巴

il
i

の
商
品
の
如 

、
.事
■實

上

1

沿
の

^
ル

>
邵

ち

間

屋

の

支

«
の
下

に
あ
ら
ざ

る
は
な
く
、生
產
を
制
限
し
、供
給 

.
を
抑
制
し
て
、

價
格
I

貴

I

る

が

如
き
は

5

の
意
の
ま

,
で

あ

つ

て
、
實
際
常
に
其
骐
を 

:*
:
て

し

て

、
祖

會

_
大

多

數

0
小
民
共
に
多
大

の
迷
惑
を
蒙
一

ら

しつ

、
•あ

つ

た

の

で

あ

る
、
»

之
な 

ら
t

問
.
S

合
I

權
|

す
る
者
は
、何
れ
も
其
の
#
權
維
持
の
爲
め
に
年
々
少
額
の
興
加 

金

を

政

府

へ

上

鈉

ん

ソV

を
•鼻
藥
に
此
の
特
權

の

濫

用

を

大

目

に

看
過
し

て
贳
ひ
、且

つ
其
の

校
：；：̂
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r 〜

方
針

.

せ
し
て
此
の
惡
弊
を
一
掃
す
る

M

 

を
最
先
の
念
務

w

M

め
"

斷
乎

S

間
屋
制
度

の

禁

i h 

る•命
て
た
る
は
其
の
功
の
成
否

#

何
に
拘
は
ら
す
、颇
ぶ
る

#

ご
す
る
に

.

足
る
も
の
あ

.

ら
ん
？

.

チ
ュ
ル
ゴ
I
0
ギ
ル
ド
解
散
令
は
其
の
條
自
ニ
十
四
個
條
の
長
き
に
涉
り
、啻
だ
ギ
ル
ド
其
の 

も
の
、
解
散
を
命
す
る
の
み
な
ら
ず
，尙
ほ
其
の
以
上
に
進
ん
で
商
エ
の
爲
め
に
龜
設
的
の
經 

營
を

.命
じ
例
へ
ば
典
の
第
十
條
に
於
て
全
國
各
都
市
就
中
巴
®
に
於
て
商
工
業
を
監
視
取
締 

る
が
爲
：：め

の

代

理

宵

c
s
^
l
d
o-
s)

.
を
置
い
て
警
視
總
官
ビ

:0
交
涉
事
務
に
當
ら
し
む
る
こ
ど
を 

顧
足
し
又
其
|の

_
第
十

••—
條
及
第
十
二
條
に
於
て
は
粗

®

濫
造
及
仕
事
の
怠
慢
等
に
關
す
る

0 

議
の

®

合
に
警
職
總
宫
の

.部
る
ベ
き
處
摄
を
指

^

し
た
る
羊
續
法
.を
規
定
し
あ
る
が
如
き
は 

ギ
ル
ド
解

®

後
の
善
後
策
の
一
端
ど
も
見
倣
す
ベ
き
も
の
で
あ
つ
て
、寧
ろ
.斯
ぐ
あ
る
こ
そ
當 

然
の
斯
な
る
ベ

&

も
，此
の

■«
散
令
は
法
令
の
形
式

ビ

レ

て
は
我
が
■
前
守
の
問
屋
禁
止
令
よ 

6

は
比
較
的
大
に
立
派
な
る
も
の

w

b
し
も
、其
の
法
命
の
精
神
よ

4

之
を
觀
瘵
す
る

ビ

き
は
、
 

彼
我
全
然
典
の
，主
意
を
同
く
す
る
の
み
な
ら
ず

"前
者
よ
ダ
は
後
者
の
方

が

法
文
.節
黾
に
し
て 

徹
底
し
思

/2
る
も
の
、
如
し
。

:

'

ギ\

ド
解
.散

令

の

第

四

條

及

第

五

條
:0

®
定
に
依
れ
ば
床
屋
、避
師
、

*

舄
.屋
等

は

.特
種
の
職

.

笫

卞

九

猞

a

八
九)

チ
这
ル
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の
ギ
^
ド
解
肢
令
ゴ
水
野
猶
前
守
の
間
屋
組
合
禁
止
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三

八

業
で
あ
つ
て
，其
の

.親
方

.は
主

.莖
臨
時
税
務
局
へ
一
定
の
納
踩
を
な
す
が
«
に
官
職
ミ
し
て
枉 

.命
せ
ら
，れ
た
る
も
の
な
れ
ば
，彼
等
は
此
の
解
散
令
の
適
用

 
を

$

ぐ
.る
も
の
...に
あ
ら
す
ど
せ
ら 

れ
又
鍛
冶
屋
藥

«

屋
印

^

屋
、本
屋
等
は
警
察
令
の
制
裁
を
受
く
る
も
の
で
あ
る
ぐ
し
云

ふ

理
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に
依
，つ
て
、此
の
解

.散

.令
の

_

圍
外
に

®

か
れ
た
る
が
如

§

事
實
あ

&

し
も

y

ォ
ン
、セ
丨
の
チ
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.

ゴ
ー
傳
に
據
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我
,

越
前
守
，の

間

屋

禁

止

令

は

少

し

も

此

等

の

除

外

例

を

認

め

す

し

て

、
一
 

切
悉
く
禁

.t
h

し
た
も
の
で
あ
る
、尤
も
こ
の
禁
止
令
に
於
て
も
最
初
は
風
召
屋
、床
屋
等
を
除
外 

し
て
禁
止
の
限
り
で
は
な
か
つ
た
樣
な
れ
ど

も
、
其
後
矢
張
同
じ
ぐ
弊
害
の
行
は
る
、
こ
ビ
を 

缭
し
.天
保

十

三

年

三
月
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1
.
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書

^
依
：：つ

ャ

彼

等

の

組

合

も

亦
他

の
，組

合
の
如
く
禁
止
を 

命
せ
ら
れ
た
る
も
の
：

，

如
し
、酬
ち
興
の
觸
誉
：の1

節
に
左
の
文
あ

り
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湯
屋
慶
結
之
類
は
諷
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段
に
不
，相
蜂
者
故
組
合
仲
間
停
止
之
義
は
不
レ
致
一
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沙

汰
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候
所
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商
賣
之
內
賃
致
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直
，
候
も
の
有
レ
之
候
，；へ

ば

紐

合
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ょ

り

差

變

差
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は
故
障
を
申
立
て 

.
る
.乙

e
な
b)

候
趣
.相
聞
へ
不
埒
之
事
に
候
依
レ
ズ
以
後
右
商
賣
之
者
も
株
礼
は
勿
論
組
合
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間
相
唱
へ
候
義
令

=停
止
ー
候
間
町
內
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其
外

.同
，商
賣
之
者
何
軒
出
來
候
共
決
而
差
障
中
問

こ
の
令
文
を
見
れ
ば
湯
屋
、髮
結
は
特
種
の
職
業
な
る
が
故
に
チ
ュ
ル
ゴ
ー
の
ギ
ダ
ド
解
散
令
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同
じ
ぐ
全
ぐ
除
外
例
ヒ
？
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、後
ち
に
彼
等
も
亦
其
の
特
權
を
濫
用
し
て
新 

，た
に
：同
業
を
開
店
す
る
者
を
排
除
し
た
\
同
業
者
中
に
直
下
け
す
る
も
の
あ
る
ビ
き
に
は
故 

障
を
唱
へ
て

^
を
妨
寄
す
：る
：よ.う
の
事
あ
る
よ
り
斷
然
之
を
も
禁
北
す
る
に
至
っ
た
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で
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る、が，焙
等
の
點
よ
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«
瘵
す
れ
：ぼ
越
州
の
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尾
征
伐
は
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ュ
ル

ゴ
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の
ギ

ル
ド
征
伐
よ
り

も
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徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
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云
ふ
こ
ど
は
略
令
推
察
し
得
ら
る
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水
野
越
前
守
の
執
政
中
最
も
不
評
判
で
あ
っ
て
甚
だ
し
き
非
難
攻
擊
を
受
け
た
る

«

は
、江

戶
及

大

阪

の

附

近

す
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內

の
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で
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っ
た
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云
ふ
こ
も
は
當
時
の
記
錄
家
の
批
評
す
る
所
で
あ
る
が
、其
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實
.：此の
：間
題
は
多
ぐ
は
幕
府

_

代

0
家
來
ど
も
に
關
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、好
し
不
公
平
が
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っ
た

ビ

し
て
も
、之
を
鎭
腮
す
る
こ
ビ
は
何
で
も
無
っ
た
で
あ
ら
う
が
、問
屋
株
札
禁
止
の
間
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は
中
令
重
大
，の間
題
：

■で
あ
っ
て
越
前
守
は

『
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に
素
町
人
位
が

」

ど
高
を
括
っ
て
掛
か
っ
た
も
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な
，る
ベ
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も
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の
時
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に
於
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の
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潜
勢
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陰
險
ぶ
る
手
段
を
弄
し
て
私
利
を
營
み
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あ
つ
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の
で
あ
る
か
ら
間

屋

禁

止

の
令
を

®

.r
i
し
て
彼
等
盗
商
の

.
®
上
に
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一
大
鐵
槌
を
下

：

し

^

る
は
固
ょ

P
云
ふ
迄
も
な
く
、甚

•た
危

險

の

f
0

で

i

ら
ね
ば

:̂
ら
な
か

ク

れ

の
で
あ
ら
ぅ
即
ち
之
を
換
言

す

れ

ば

越

前

守

が

當
初
非
凡

の
大
手

B
を
利
つ
て
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年
し
た
る
改
傘
案
が
輿
論
の
激
烈
な
る
反
對
に
逢
ひ
遂
に
其
の
目
⑽

を
達
せ
す
し
て
脆

く

も

踏
噴
を
免
か
れ
な
か
つ
た
の
は
畢
竟
問
崖
征
伐
を
極
端
に
遂
行
し
、如
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な
る
酒
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を
以
て
し
、又
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何

な

る
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義

を

以
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す

る

に

拘

は
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ず
、顧

屋
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し
云
ふ
問
屋
、
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合
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云
ふ
紐
合
は
一
切
之
を
禁
止
し
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の
結

.*
横
暴
な
る
少
數
資
本
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特
權
を
打
破
し
、彼
等

を
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て
不
正
手
段
.で
私
利
を
顏
斷
せ
し
む
る
こ
ど
能
は
ざ
ら
し
め
た
の
は
善
か
つ
た
の
で
あ

る

•か
、之
が
爲
め
却
つ
ノ
て
必
耍
な
る
共
同
組
合
の
利
益
を
も

y

切
擧
げ
て
破
壤
し
た
る
の
鸷
な
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ド
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ら
ざ
る
が
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し

®

が
越
州
，の
政
策
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對
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、反

對
の
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を
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し
た
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も
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の
猫
で
あ
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ド
の
解
散
を
命
ず
る
同
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ぐ
一
切
の
同
搵
組
合
を
禁
丘
し
た
の
が
彼
に
對
す
る
攻 

跟
の

#

»
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あ
つ
た
こ
と
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ひ
な
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仲
間
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01̂
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又
徒
弟

(apprentice)

等
は
如
呵
な
る 

现
，由
あ
つ
て
も
、今
後
斷
じ
て
結

.合
同
盟
を
組
織
す
る
.こ
と
を
許
さ
ず
と
云
ふ
乙
と
が
雙
丘
二 

::
«

®
さ
れ
て
あ
つ
た
め
で
あ

^
が
、此
の
ニ

«

が

#

に
彼
に
對
す
る
攻
_
の
急
所
で
あ
つ
て
ゲ 

ォ
ン
、セ

!

の
如

_

も
、典
の
著

^

ル
ゴ
ー
傅
に
於
て

「

佛
國
の
大
革
命
以
來
戰
ナ
世
上
の
非
難
を 

Mi
り

た

る

は
此
の
一
個
條
で

ぁ

つ
た

」

と
評
し
て
屈
る
夜
で
一
切
の
商
エ
鉗
合

®

記
の
，例
外
は 

^

る
も

)

を
嚴
禁
し
た
乙

.と
が

t

ル
ゴ
ー
の
改
革

.案
に
肖
點
を
印
し
て
物
議
の
種
と
な

b

た
る 

こ
と
彼
此
的
節
を
合
す
る
が
如
ぐ
な

b

し
は
、亦
一
奇
と
云
ふ

y

し
。
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令

と

間

廑
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合
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止
；令
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法

令

其

の

も

の

に
於

て
^

此

酷

似

の

點

が
多
い 

•の
て
？

る
が
W 
一
l
.iE
大
の
楚
^

が

あ

る

德

に

®

は
る 

> 
は
前
者
即
ち
：
チ
ュ
ル
ゴ
ー

の
解
散
令 

乜

#-
«

,

?業
の

iLLi T±
L

と
.云
ふ
こ

.と
が
主

服

で

あ

る

か

の

如

ぐ

な

る

も
、後

者
即

ち

越
州

の

禁
止 

5
1は

«

從
の

:-
-
|
0
1げ
,と

安

ふ

こ
と
が
主
耍
の
目
的
で
あ
つ
た
ょ
ぅ
で
あ
る
，然
れ
ど
も
兩
激
を 

I

I
し
、
て
ょ

ぐ

{

吟

味
す
れ

ば

此

の
點
に
於
て

も

ソ

レ

程
大
な

る

差

興

の

な
か
つ

た
こ
と 

u 
f 

t
チ

.'
-'
ル
^

1
の
.筹
散
令
の
前
文
に
あ
る
解
散
の
理
由
書
に
は

a

に

明

か

に

ギ

,
ド
が
前

の
a
格

を

法

外

わ

謂

騰

：せ
：
し

む

る
の
非

な

る
こ

と

を

述

べ
て

、解
散

の

必

要

を

說

け

る

の

み
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四
こ 

な
ら
ず
、元
來
チ
ュ
ル
ゴ
ー
は
一
般
に
信
せ
ら
る
、
如
ぐ
國
民
の
自
由
と
云
ふ
こ
と
に
は
夫 

深
き
：理
解
を
有
し
て
居
つ
た
人
で
な
が
つ
た
こ
と
は
リ
ォ
ン
、セ

i
な
ど
の
明
言
す
る
所
で
あ 

る
?

ン
ダ
ー
ソ
ン
英

_

チ
ュ
ル
ゴ
ー
傅
六
六
；頁
參
照)

之
に

反

し

ボ

野

越

：前

守

は

極

カ

物

«

の
引 

:T
.に
，銳
意

.し
、天

保

+

三
'年
+
^
^
 ̂

於
い
て
は
商
人
が
其
の
帳
簿
に
符
牒
を
以
て
元
直
を 

記
；，
入
す

.る
こ
と
を
禁
じ
、仕
入
帳
は
何
人
ね
も
元
直
が
分
る
樣
に
明
か
に

SB
入
し
、ま
品
は
一
品 

#
'!
£
:礼
附
に
致
す
べ
し
と
命
じ
た
る

(

天
保
新
政
錄
卷
ニ
參
照

)

ほ
ど
で
あ
つ
て
、物
«
の
取
締
は 

眞
：に
徹
底
的
で
あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
な
る
も
、市
中
の
商
人
が
何
に
か
新
た
な
る
商
賣
を

M

付 

.
5て
.開
店
せ
ん
と
欲
す
る
と
き
、又：は
或
る
技
術
者
が
町
內
へ
工
場
で
も
新
設
し
て
、エ
業
に
取 

:掛
：ら
ん
，と
す
る
と
き
は
、問
；
-®
仲
間
：Q

,

者
が
彼
是

(

苦
情
を
唱
へ
て
画
業
者
ょ

6

新
參
者
に
對
し 

て
苦
情
を
中
出
づ
る
こ
と
を
：差
障
と
稱
し
た
る
.こ
と
ば
前
段
に
記
せ
上
之
を
妨
害
す
る
こ
と 

を
不

IE
と
し
て
全
然
：：_

由
に
へ
營
業
せ
し
め
ん
と
し
た
る
こ
と
も
、問
屋
禁
止

.
の

|

つ
の
目
ぬ
で 

あ
つ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
、然
ら
ば
實
際
に
於
て
は
チ
ュ
ル
ゴ

|

の
解
散
令
と
越
州
の
禁

Jh
令

と
は
其
の
根
本
に
：於
て
大
な
る
差
異
は
な
か
つ
た
と
云
ふ
も
强
ち
失
言
で
は
な
か
ら
ぅ
と
思

は
.る
。

.

.

.

.

..
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:

■

チ
ュ
ル
ゴ

I
が
海
軍
大
臣
ょ

6
 

.
遷
つ
て
財
務
總
裁
官
と
な
つ
：た
當
時
に
於
け
る
佛
國
朝
野
の 

狀
態
と
、水
野
越
前
守
が
西
九
考
中
ょ
り
本
丸
老
中
に
遞
つ
た
當
時
に
於
け
る
我
國
上
下
の
狀 

態
は
共
に
所
謂
る

U
a
n
d
e
n

 

R
6
g
i
m
e

の
時
代
で
あ
つ
て
、政
府
の
內
外
に
於
け
る
財
政
及
經
濟
上 

の：有
樣

W
相
互
に
善
ぐ
似
寄
：つ
て
：居
つ
れ
の
み
な
ら
す
、チ

>'
ル
ゴ

1
と
越
前
守
の
身
邊
を
圍
繞 

せ
ふ
環
境
も
亦
甚
だ

_
似」

し
ズ
房
つ
た
の
で

|

あ
る

r

fィ
十
六
世
王
の
國
狩
は
此
の
時
ニ
千
ニ 

再
萬
リ
グ

\

ス
の
欠
損
を
生
じ
、へ
一
七
七
六
年
の
決
算

)

を
生
じ
+
ニ
代
家
慶
將
軍
の
府
庫
は
五 

十
三

「

萬
三
千
八
百
四
屮
三
兩
の
不
足

{天
：保
十
三
年
の
收
支
不
足

}を
生

b
 

?

と

5

に
大
に 

財
政
の
困
難
を

#

へ
つ
一
、
あ

ら

た

の
で
、
チ
ュ
ル
ゴ
ー
も
越
谕
守
も

、

財
政
_

理

‘の
必
5?
條
件
と
し 

て
先(

づ

第1

に
節
儉
令
"を
布
き
：て
'國
庫
の
濫
費
を
制
し
た
の
で
あ
る
が
、是
れ
が
提
く
驕
奢
逸 

樂

0
;:
生
：活
に
慣

さ

れ

^
る
®

中
府
中
の
反
感
を
買
ひ
、彼
に
あ
つ

V

は
女
王
'を
始
め
宮
中
に
出 

入
す
る
も
の
は
擧
げ
て
チ
ュ
ル
ゴ
ー
に
皮
對
し
，我
に
あ
つ
て
は
簾
中
双
其
の
左
右
の
小
人
婦
女 

の
輩
悉
ぐ
越
前
守
に
反
對
し
、彼
我
共
に
此
の

.一
一
大
政
治
家
の
大
抱
負
を
し
て
蹉
躓
に

I

し 

め
た
原
因
の

.
一
と
な
つ
た
の
で
あ
る
、チ
ュ
ル
ゴ
ー
が
ギ
ル
ド
を
解

m

し
、越
前
守
が
間
星
を
禁
止 

し
た
る
を
始
め
と
し
、チ
ュ
ル
ゴ

ー

が
0

0

3
を̂
廢
し

*越
前
守
が
贩
付
人
足
を
免
じ
、チュ

V
ゴ

t
が 

第
十
九
卷

a

九五)

チユ
2

1
のギ
>1
/
ド
解
散
令
ミ
水
野
越
前
守
の
間
屋
組
合
禁
止
令
.
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 ̂

チ
-
.
2
丨のギ

^
•解散令

W

水
身
顏
邀
の

.間屈組合

f

令：

龄

5

四闼

'

K

^
 

0 

 ̂

 ̂

M
- 

 ̂

I

 

 ̂

® 

 ̂

t 

ベ

き

政
策

?

し
に
拘
は
ら
ず
、彼
我
何
れ
も
爲
す
所
行
ふ
所
、

#
方
面
の
反
對
に
遭
遇
し
，遂
に
其 

の

E
fr
を
逢
す
る
こ
と
能
は
ざ

':
!
)レ
，
は
、要
す
る
所
雨
政
治
家
の
身
邊
を
圍
繞
せ
る
環
境
が
腐 

肷
の

S
に
逄
し
，®
も
鄠
常
の
平
和
的
手
段
を
以
て
し
て
は
之
を
ー
挽
闻
す
る
こ
と
能
は
ざ
る

g 

の
程
度
に
颓
廢
し
屈
た
る
が

.故
：で

:̂

つ
た
の
：
で
あ

£

え

チ
：
ゴ

ー

が
IH
政

a

裁

官

に

就

職

し

た

る

は

ー

七

.七

四

年

八

月

ニ

.-
+

四“

で
あ
っ
て

«

の
 

返
職
し
た

る

は
一
，七
七
六

.年
五
月
十
三
日
で
あ
る
，故
忙
在
職
期
間
は
燁
か
一

〗

十
ヶ
月
と
十
八 

f
で

^

5

.

5

#

^

0 

%

^

^

f
f
i
# 

&

^

^
 

^

は
天
保

.

■
で
ぁ
る
も
ポ
實
彼
が 

.

:

:政
^

i

0實
權

.を
振

6

$
る

::
«

天
保
十
：ー
ー
年
疋
月
大
御
所
の
藉
去
に
依
办
_

年
コ
一
月
美
濃
部
筑 

:r

f;

分
水
町

美
濃
守
，林
肥
後
•

等
を
.免
»

し
、又

.同
五

.月
大
老
井
伊
掃
部
頭
置
高

)

を
斥
げ
た
る
ょ 

り
以
後
の
事

な
.れ

ば
、彼
が
天
保
十
四
年
閏
九
月
十
三
日
に
退
職
す
る
迄
は
、約
ニ
ヶ
年

ビ
四
月 

.;
'

★
 

出

で

、
老
中
の
：職

に

，任

せ

ら

れ

た

る

は

弘

化

元

年

六
：
月

十

四

日

に

：
.
し 

,

て
取
の
退
職
し
た
る
は

(

同
ニ
年
 

一
二
月
で

あ
つ

.

た
の
で
あ

.る
，故
に
兩
度
の
任
期
を
通
箅
す
れ
ば 

.

ダ
三
タ
年
以
上
の
邦
間
を
有
し
た
る
を
以
て
ザ

.
-71
:

zv'
u
s
i
i
i
p

s;
.
.
n 

 ̂

a 

,

~

 

. 

:
»•
;'■
:.. 

n
-

1
--j
-

^
^:

:匁

.雖

も

彼

力

政

治

の

實

權

，を
据
，々
：て
問
屋
一
禁
:l
h

令
を
發
し
た
る
ょ
上
天
'保
十
二
年
十
二

 

3 

一二
 

,
日)

其
:0
退
職
を
餘
儀
な
.：

〜

 

一.
年

と

t

ヶ
, 

方

あ

.
0
:て
、チ
ュ
ル
ゴ
ー.が

：：

姆

務

總

載

宵

と

な

A

の
改
革
に
：

.着
平
し
始
め
た
る
ょ
り
典
の

&: 

_

^
で
は
滿
ー
年
八
ヶ
月
：と
十
八
日
問

:0
在

職

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

か

ら

、越
前
守
と
チ
：

ゴ 
:

丨
が
其
の
偉
大
な
る
狍
筠
を
實
行
せ
ん
が
爲
め
に
あ
&
ゅ
る
困
難
の
中
に
籀
鬪
し
た
る
は
共 

.に

.僅
，令

一

ヶ

年

半

餘

々

の

«

日
月
で
.あ「

つ
.
$の
で
あ
る
、而
し
て
此
の
問
越
前
守

も

チュル.ゴ

ー
 

も
、同
じ
國
情
の
下
に

‘同
じ

_

的
を
：以
て
、同

じ

仕

事

に

從

事

し

て

、雨
人
と
も
同
じ
運
命
に
遞
通 

し
た
る
は
偶
然
と
；は
云

a
な
か
ら
、亦
た
史
上
の

1
奇
事
に
あ
ら
す
や

°
.
:

.

:

チ
ル
コ
ー

%
「

財
：政

.の
窮
迫

*國
民

.の
，
餓

死:®
野

の

腐
敗
剖
克

，就

中

下

層

階

級

が

開

關

以

來

未 

曾
有

の

大

困

難

，
中

』

ハHalieatyrev s
e
n
d
s

 .of 

v
o

l
e

中

の
語)

に

起

つ

て

財

務

«

裁
宫
に
就
往
す 

:
る

ゃ

友

人

等

皆

_

‘
の

:*
邊
を
危
，み
|て
之
を
引
止
め
た
る
も
•チ
ラ
ル
ゴ
ー
は

「

余
は
余
の
身
身
に

 ̂

は
る
あ
ら
ゆ
る
危
險
を
自
、ら：覺
知
せ

-ざ
る
：に
あ

A

t'」

と
云
つ
てへ

M

占
慨
然
起
つ
て
國
家
の

®
 

め
に
一
身
を
捧
げ
た
る
は
宛
も
水

Il
f

越
前
守
が
慕
府
の
懇
命
に
應
じ
て
興
起
す
る
や
考

ES
等 

皆
彼
に
忠
告
し
て
思

j.
L

ま
ら
.し
め
ん
と
苦
慮
し
た
る
も
、越

州

は

觅

ら

に

m

と

な
さ

す
、

「

一
身
.の

'
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ゴ
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解
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第
十
九
卷(i-

九
八)

チ
ユ
ボ
ゴ
ー
の
ギ
ャ
ド
解
散
令
S
水
膨
越
前
守
の
問
展
組
合
禁
止
令
.

笫
ニ
魏 

四
六

利
害
を
忠
っ
て
國

.雛
に
當
ら
ざ
る
は
主

'家
’
へ
對
す
る
御
泰

#

0:
道
：に
あ
ら
中

」

と
漸
言
し
て

、
® 

び
：：

出
で
、
老
中
の
上
席
に
就
き
た
る
と
其
の
軌
を
一
っ
に
す
る
美
事
で
あ
つ
て
、

*

W
備
と

t
• 

る

}:
足
一
る
ベ
き
も
、恨

&
:ぐ
は
兩
人
と
‘
、其
の
出
緣
後
幾
も
な
ぐ
し
て
區
令
た
る
小
人
婦
女
子 

共
の
巾
傷
す

.る
所
と
な
り

'

は
國
：用
取
扱
上
不
行
屈
の
廉
あ

.り
と
し
て
：加
判
の
列
を
免
じ
差
：
 

&
;を
命
せ
ら

f f

は

W
務

1

裁
宫
と
し
て

»-
1

算

(:
不
.明
の
廉
あ

b

と
糾
禪
せ
ら
れ
、手
書
を
爲 

造
し
て
：ま
で
も
笳
ぐ
之
を
中
傷
し
て
國

「

王
に

免g

を
追
ら
れ
て
來
敢
な
き
失
脚
を
遂
げ
*
の
 

で
あ
る

が
、怫
國
に
於
て
は
チ

H

ル
ゴ
ー
の
失
脚
後
數
日
な
ら
す
し
て
其
の
後
繼
者

ク

，
ニ 

I 

(
c
i
u
g
n
y
)

の
爲
め
に
ギ
ル
ド
解
散
令
は
撤
囘
せ
ら
れ
、穀
物
の
自
曲
貿
易
令
も
亦
廢
棄
达
ら
れ
、チュ
 

ル
ゴ
ー
の

.

.老友
グ
ォ
ル
一
グ

ー

ル
を
し
：て

「

是
が
彼
の
頭
上
心
中
に
落
下
し
た
る
霹
靂
で
あ
る
、死
の 

前
の
死
で
あ
っ
た
へ
と
號
泣
.せ
し
め
た
る
悲
慘
事
で
あ
っ
ぬ
の
で
あ
る
が
、我
が
德
川
政
府
は
越 

州
沒
落
後
寐
に
阿
：部
辦
勢
，守
筒
井
紀
伊
守

.

.等
俗
进
腐
人
の
手
中
に

.於
て
問
屋
«
興
の
議
を
決 

■L
，越
州
が
心
血
を
職
い
で
斷
行
し
た
る

一

切
の

•改
革
案
を
水
泡
に
歸
せ
し
め
た
の
で

'■あ
る
。

： 

チ
ュ
ル
ゴ

I
 

S
越
.州
.

50、

其
の
：
.連
命
を
同
ぐ
す
る
こ

.と
斯
ぐ
の
如
く
な

.

C
S

し
も
、茲
に
兩
人
の
幸 

不
幸
に

.關
し
て
大
に
差
興
の

*

つ
た
一
事
が
あ
る
、ソ
レ
は
他
に
ぁ
ら
中
、

1
は
本
人
の
歿
後
事

實
，上
に
其
の

0

的
を
達
：ぜ
：ら
れ
、他
は
本
人
の
.狡
，後

畏

(
其
の
目
的
を
沒

.却
せ
；ら
れ
て

’地
下
の

. 

11
の
浮
ぶ
瀬
が
無
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
、

t

ル
ゴ
ー
の
ギ
ル
ド
解
散
令
を
：：始め
彼
が
あ
ら
ゆ
る 

改
革
令
の
'精
神
は
其
の
狡
後
八
年
に
勃
發
し
た
る
大
茁
命
に
依
つ
て
悉
ぐ
實
際
上
に
實
琬
せ 

ら
れ
、非
货
の
罪

®
、多
大
の
犠
牲
の
中
に
行
は
れ
た
と
云
ふ
こ
と
は

S
慽
の

.極
み
な
れ
ど
も
、觅 

に
灼
此

の

恐
る
ベ
き
荒

0

治
に
依
つ

て

L

prn
d
e
n

 R
e
g
i
m
e

の
«

弊
を

i

掃
す
る
と

^

時

に
#*
働 

及

產

業

の

段
[1
!

を
«

保
し
て
ギ
ル
ド
解
散
令
の
.
_
神

が

殆

ん

ど

逍

慽

な
き

ま

で
に
實
行
せ
ら 

:

れ
た
る
は
或
は
以
て
チ
ュ
ル
ゴ
ー
在
天
の
鍵
を
慰
す
る
に
足
り
し
な
る
べ
き
も
、越
州
の
逝
け
る 

後
{嘉
永
四
年
死
す

)

十
七
年
に

t

て
、維
新
觅
始
の
ー
世

0:
ヤ
と
な
リ
、諸
：般
の
：嫺
度
多
く
ば
改
め
ら 

れ
た
ぅ
と
雖
も
、資
本
家
の
橫

*
、«

濟
制
度

0
欠
：缺
は
依
然
と
存
績
し
た
，る
の
み
な
ら
ず
，近
ぐ 

明
治
ニ
十
四
五
年

:̂
で
は
越
州
當
時
の

#

府
時
；代

ょ

!>
;

は

1
層
甚
だ
し
さ
特
'權
階
級
を
養
成 

.し
•彼)

の
間
屋

#

間

^T.

不
艰

i:
比
し
、風
ら
：に
：數
倍
：の

惡

棘

字

：段

を

弄

し

て

國

JS
の
膏
血
を
絞

^v 

つ
、
あ
つ
た
の
で

「

あ
る

*
«州
^

地̂
下
に
起
し
て
明
治
初
年
の
經
濟
界
を
目
*
せ
し
め
た
ら
ん 

に
は
、將
た
如
何
な
る
感
じ
を
爲
し
、
な
ら
ん
、余
は
此
の

0
だ
け
は
«
州
の
爲
め
に
深
ぐ
憐
ま 

ざ
4

を

#

な

い

の

で

，の
る
。
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ム
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水
野
越
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屋
組
合
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\

本
篇
‘を

草
す
る
は

於

.
て

.

參
照
し
た
る
主
な
る
著
作
は
左
の
雜

®
で
，あ
る
、

> 
“

英
 
0 

ッ

ォ
ゾ
、
セ

1

の
チ
ュ
ル
ゴ

 

I 
傳

(2
)

S
h
e
p
H
e
r
d
,

 

T
u
r
g
o
t

 

a
n
d

 

t
h
e

 

S
i
x

 

E
d
i
c
t
s

 

 ̂H
i
g
g
s
.

 

T
h
e

 

M

.

^

o

o

l 

M
 

r 

s

o 

^

ル
グ
ィ
ー
グ

«

嗨
字
典
チ
ュ
レ
ゴ

I 

の
與

(6
)

天
保
新
政
錄

(7
)
內
藤
恥
叟
德
川
十
五

代
史

⑻

小

宵
山
殺
介

徳
川
太

平
記

(9
)

商
業 

叢

«!
画
書
刊
行
會
發
行

)

:
:
:
v

七

拾

年

代

の

露

画

亞

社

會

.;
:

s

:

,

.思

想

概

觀

.

^

_

1ぬ

伊

藤

秀

，
一

\

_

一
 

八
六
一
年
の
農
奴
解
放
令
宣
布
を
ー
轉
機
e
し

て
，
 

社
會
的
不
资
ど
，動
搖
ど
の
間
に
；酿
成
，せ
ら
れ
"
專
制
政I

 

府
の
廣
烈
な
る
抑
壓
に
遭
遇
し
，て
益
，々
激
成
せ
ら
れ
た 

■:る
.露
西
商
の
革
命
的
社
會
運
動
は
、
：假
令
未
だ
廣
汎
なI 

る
組
織
的
民

衆
運
動
の
實
を
具
べ
今
、
僅
か
に
.革

命

主y 

義
的
結
社
の
陰
謀
擾
亂
に
過
ぎ
ざ
り
し
せ
雖
も
"
茲
に 

後
代
に
於
け
る
專
制
主
義
的
露
西
姐
帝
政
の
覆
滅
並
に
ハ 

此
' 

の
®
.

に
於
け
る
社
會
組
織
の
根
本
的
變
革
の
.動
因
を
.：
 

觀
取
し
得
可
く
、
茲
に
後
年
織
承
し
敷
衍
し
發
棚
せ
ら
；

第
十
九
卷C11

〇1

V

,:■
七
拾
年
代

0

蹯
西
蓝
社
會
思
想
概
觀

'れ
れ
る
此
國
獨
特
の
革
命
主
：義
的
社
會
思
想
の
淵
源
を 

一
 

探
究
し
得
る
で

あ

ら

ぅ

。
故
に
筆
者
は
嘗
て
本
誌
に 

て
、
露
西
1
=
3革
命
運
動
の
先
»
者

o<ern

<̂evski〖

並
に 

D
o
b
r
o
l
j
u
b
o
v

の
社
#
主
義
患
想
の
要
領
を
贶
ひ
、
進 

ん
で
露
西
亜
虚
無
主
義
に
言
及
し
た
，。
又
此
等
の
主
義 

:

思
想
を
信
舉
せ
る
革
命
主
.義
者
等
が
抑
遯
的
權
威
に
對 

す
る
否
定
と
破
壤W

の
矛
を
先
づ
專
制
的
®
制
政
治
に 

向
け
、
•其
の
結
果
は「

土
地
€
自
由」

黨

(
z
e
l
j
a
i

 

v
o
l
j
a
)

の
陰
謀
^
な

り

K
i
k
o
z
o
v

の
皇
帝
歷
山
ニ 

世
組
擊
事
件
を
惹
起
す
る
•に
至
れ
る
の
事
情
を
.指
摘
し 

6

而
しV

最
後
に
"
政
府
の
峻
醋
嚴
密
な
る
反
動
的 

壓
迫
愈
々
大
S
な
る
に
從
つ
て
革
命
的
反
逆
の
恩
潮
は 

愈
々
極
踹
過
激
に
奔
り
、
六
拾
年
代
の
終
末
に
至
な
て
，

遂

に

N
s<
a
e
vの
如
き
が
總
破
壊
的
恐
怖
主
義
的
譎 

詐
陰
謀
の
主
張
を
公
絡
宜
言
す
る
に
至
つ
た
と
述
べ
、

.之
に
次
ぐ
年
代
に
於
て
H

等
の
無
政
府
主
_

的
®
想

傾

が

：此
國
の
社
#
運
動
を
支
配
す
る
に

至
つ

第
二
號 

四
九


